
工事番号 第　建 － １ 号

工事名 緊急道路修繕（その１）工事

工事場所 赤穂市　市内一円　地内

建設工事の種目 土木一式工事　ほ装工事

工事概要 緊急道路修繕工事　１式

工期 契約締結の翌日から令和２年９月３０日まで

予定価格の公表 事後公表（契約締結後公表）

※入札価格が予定価格を上回り落札者となるべき者がいない場合、予定価

　格を上回る金額で入札した者のみを対象とし、再度入札を実施する。

　なお、再度入札の場合、入札受付時間を入札日同日の開札終了後から

　１３時までとする。

最低制限価格 適用　有

支払条件 前金払い　有、部分払い　有

ただし、公共工事の前金払いに関する事務処理要領、赤穂市財務規則、

赤穂市部分払取扱規程による。

設計図書等の公表 赤穂市ホームページ及び契約管財課にて公表する。

設計図書等の公表期限 令和２年４月１５日（水）

入札方法 電子入札システム

入札参加申込の受付期間 令和２年４月１日（水）から令和２年４月７日（火）まで

受付時間は、開庁日の電子入札システム稼働時間内

（９時～２０時／最終日のみ ９時～１７時）

入札参加申込の申込書類 競争参加資格確認申請書

参加資格確認通知日 令和２年４月８日（水）

質問方法 設計図書等に対する質問書により、赤穂市総務部契約管財課へＦＡＸす

ること。

ＦＡＸ番号　０７９１－４３－６９７３

質問期限 令和２年４月７日（火）　午後４時

質問の回答日、方法 令和２年４月１０日（金）

赤穂市ホームページ及び総務部契約管財課で公表する。

入札書等の提出期間 令和２年４月１４日（火）から令和２年４月１５日（水）まで

受付時間は、開庁日の電子入札システム稼働時間内

（９時～２０時／最終日のみ ９時～１７時）

入札書等の提出書類 ①入札書（電子入札システムによる。）

②工事費内訳明細書

　※入札書以外は、ＰＤＦ等の電子ファイルで送信

　※入札金額が工事費内訳明細書の金額以下であれば有効

　※指定の工事費内訳明細書以外を提出した場合は無効

入札（開札）日時 令和２年４月１７日（金）　午前９時３０分（予定）

　※落札者の決定は開札日の２日後（休日を除く。）に通知予定。

入札（開札）場所 赤穂市総務部契約管財課

入札保証金 免除　※ただし、落札者が契約の締結に応じなかった場合は、入札保証

　　　　金相当額の損害金を赤穂市に納めなければならない。

契約保証金 契約金額の１０％以上（契約金額が２００万円以上の場合）

現場説明会 無

募　集　情　報　
令和２年４月１日公告



応募資格要件 ①平成３１年度赤穂市入札参加者資格名簿（建設工事）に、工事種目

（全項目に該当するこ 　土木一式工事及びほ装工事で登録されていること。

　と） ②公表日において有効な経営規模等評価結果通知書総合評定値通知書の

　土木一式工事の総合評定値が１０２９点以下かつほ装工事の総合評定

　値の点数があること。また、経営規模等評価結果通知書総合評定値通知

　書の写しが公表日までに赤穂市総務部契約管財課に提出されていること。

③本店、本社の所在地が赤穂市内であること。

④現場代理人及び技術者を専任で配置できること。

　技術者は、土木工事業及びほ装工事業の主任(監理)技術者の資格

　を有する者で赤穂市に当該技術者として登録されている者。

　(建設業法による適切な資格保有者を配置すること。）

⑤同一入札に参加する者との間に、資本関係又は人的関係がないこと。

　資本関係又は人的関係のある会社の同一入札への参加制限基準（平成

　25年赤穂市訓令甲第42号）に該当する複数の者のした入札は無効とす

　る。

　ただし、入札執行の完了に至るまでに基準に該当する事実が判明し、

　基準に該当する1者を除く全ての者が入札を辞退した場合は、残る1者

　の入札は無効とはならないものとする。 

⑥赤穂市指名停止基準に基づく指名停止を公表日、入札（開札）日のい

　ずれにおいても受けていないこと。

⑦地方自治法施行令第１６７条の４に規定する資格制限に該当しないこ

　と。

⑧次のア～ウに該当しないこと。

　ア本工事の入札前６ヶ月以内に手形又は小切手の不渡りを出したも

　　の。

　イ会社更生法に基づく更正手続開始の申立て、民事再生法に基づく

　　再生手続開始の申立て又は商法に基づく会社整理の申立てを行って

　　いるもの。

　ウ赤穂市暴力団排除条例（平成24年赤穂市条例第11号)第2条各号に

　　基づく暴力団及び暴力団員並びに暴力団密接関係者であるもの。

⑨施工実績は求めないが、本工事を適正に施工する能力があること。

入札参加申込数の制限 　本工事と同時に公表された他の工事を含め、公表日において赤穂市が

　発注した建設工事について、手持ち工事数（随意契約を除く。）が

　４件までは入札参加申込みできる。

　なお、手持ち工事の期間は、当該手持ち工事の工期とする。

その他

注意事項 ①赤穂市電子入札システム条件付き一般競争入札実施要綱、申込案内及

　びＱ＆Ａを熟知のうえ、無効となる入札参加申込みとならないよう、

　応募に必要な手続きを遵守すること。

②入札参加資格者が公表日までに入札条件を満たさなくなったときは、

　入札に参加できない。

③入札に関して、事故が発生したとき、市長が不正な行為があると認め

　たとき又は不正な行為があるおそれがあると認めたときは、入札を中

　止又は延期する場合がある。

④設計違算が判明したときは、入札を中止又は入札に係る手続き及び

　落札者の決定を取消す場合がある。

⑤落札決定後契約締結までの間に、落札者が入札参加の資格制限又は指

　名停止を受けたときは、契約を締結しない。

⑥落札した者は、赤穂市公共工事等に関する暴力団排除措置要綱（平成

　25年赤穂市訓令甲第2号）第5条第1項及び第2項の規定により、誓約書

　を提出すること。

⑦落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に、当該金額の

　100分の10に相当する額を加算した金額（当該金額に1円未満の端数が

　あるときは、その端数金額を切り捨てた金額）をもって落札価格とす

　るので、入札者は消費税及び地方消費税に係る課税事業者であるか、

　免税事業者であるかを問わず、見積もった契約希望金額の110分の100

　に相当する金額を入札書に記載すること。


